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   Urinary tract infection in 9 patients was treatedby administering orally a combination 
of two drugs, azo-dye-drug, 3-phenylazo-2.6-diaminopyridin h drochloride and new sulfa 
drug, Sulfamethizole. Cures were achieved in all cases. Within hours after the initial dose 
of these two drugs symptoms of dysuria and frequency diminished. This is certainly more 
rapid than with the antibacterial drug alone. 
   Uropyridin  tab. only was given to 6 patients having irritative urinary tract symptoms. 
Results were highly satisfactory as it produced local analgesic effects within hours. 
   No toxic effects were noted in 13 patients treated therewith. 















ザ イKKよ り入手 して,こ れらを併せ て尿路 感
染症 の患者 に使用 した.叉,尿 路 刺戟症状 と考
えられ る疾患 に ウロピ リ ジン 単独使用を 行 つ



























量 した.こ れらの各症例に就て記述す る.
〔第1例 〕59才,6,急性膀胱炎.
初診3日 前より終末排尿痛,頻 尿を来たす ようにな
つた.






















菌(十 少数)を 証明した,更 に2日間の投与にて尿は
清澄とな り,大腸菌を証明しなくなった,
〔第4例 〕39才,9,急性膀胱炎.
































腸菌(+減 少)を 証明した.更 に3日 間の投与を行
い,尿 は清澄とな り大腸菌を証明 しなくなった.











初診20日前 より終末排尿痛,残 尿愚 瀕 尿を来た







を併用,3回 分服投与を4日 間行い,残 尿感,頻尿は
消失 したが軽度の排尿痛があ り,尿は軽度凋濁,白 血
















































尿路 感染症9例 にUC,UPを 併用 した効果・
をみ るに,9例 とも著 効 の結果を得 た.起 炎菌
はすべて 大腸菌 である.第1～3例 はUC1
日量29,第4～9例 は1.59(小児 の1例 ば
19)で あるが,両 者 の間 に効果の差 はなか つ
た.急 性 膀胱炎6例(第1～6例)は2～4
日,平 均3.7目で著 効を得 てお り,自 覚症 は1
～2日,平 均1.7日で消失 してい る.小 児の1
例(第7例)は 稽 々長 く7日 聞を要 し,自 覚症
消失 も4日 間を要 してい る.前 立 腺肥大症 に合
併せ る急性膀胱炎1例(第8例)は4日 間にて
著 効をみてい る.自 覚症の残尿感のみ消失 して
い ないが,こ れは肥大症 に よるものであ る.膀
胱頸部炎 の1例(第9例)は 発病後稽々 日時 を
経過 してお り,他 の療法 にて無効で あつた もの
であ るが,UC,UP併 用療 法にて 奏 効 した も
のであ り,著 効迄 の 日数は8日 間を要 した.
第9例 の膀胱頸 部炎 は尿に変 化な く,膀 胱三
角部 炎2例 も尿に特 別 の所見 な く,自 覚症 を訴
えた もので あり,何 れ もUP単 独使用 にて著
効 を得 た.こ の3例 は膀胱 刺戟症状 に よると思
われ るものであ る.非 淋菌 性尿道炎 は尿に変 化
が殆 ん どな く,UPに て著 効を得 てお り尿道 刺
戟症状 と考 えられ る.第15例は泌尿器科 検査に
よる尿道,膀 胱 の刺 戟症状 であ り,こ れ もUP
にて著 効を得た.
急性膀胱炎 につ いて,著 者等 の さぎに報告 せ
るUC単 独療法 と比較 す ると著 効迄 の日数が,
UC単 独 では1日 量29に て4～8日 を要 して
い るが,UC,UP併 用 では2～4日 であ り著
明 に短縮 している.而 もUP1目 量1.59に減
量 して もその効果 の減 少す ることはなかつた.







UP単 独,或 はUC,UP併 用の何れにても
副作用は1例 も経験 しなかつた.
結 語
アゾ色素剤ウ ロピ リジン とサ ルフア剤 ウロサ









附表 ウロピリジソ使用症例の概要 註胎 踏 認 、
症例 年令 性 病 名 投与方法(総量) 尿前鏡 舗 灘 鱗1効 果
1 59 δ 急性膀胱炎 器,言塩,}・・日(15。。m、)
1大腸菌(甘)
(一)2日4日 著 効
2 41 ♀ ノ ノ 〃(+) (一)ノ 〃 ノ
3 46 ♀ 〃'〃 〃(粁) (一)〃 〃 ノ
4 39 ♀ 〃 召錨 謡 、}・日(15。。m、)〃(+) (一)1日2日 〃
5 33 ♀ ノ ノ 〃(+) (一)〃4日 ノ
















9 26 ♀ 膀胱頸部炎 9暑,濫,}・・日(撫m,) ノ 「昔) (一)8日8日 〃
玉0 55 ♂ 〃 UP300mg×4日(12∞mg)〃(一) (一)4目 〃
11 32 ♀ 膀胱三角部炎 UP300mg×7日(2,100mg)〃(一) (一)1日1〃
12 38 ♂ 〃 UP3∞mg×4日(1,2∞mg) 〃(一) (一)1日 〃
13 23 δ 非淋菌性尿道炎 〃 4日 ノ
14 38 6 〃 〃 〃 ノ
15 45 6 膀胱鏡検査後の痙痛 UP300mg×2日(600mg) 1日
1
〃
